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漢方利水剤の 眼圧 下降作用

鐘紡病院　漢方科 、眼科 ＊ 、山 本内科 （第 ．三医学研究会）※

O 口 笠 　穣 、樋 口 祥 ・＊ 、今井良江 ＊ 、松本 秀 人 、山本 　巖 ※

〔目 的〕 前 回 の 学会で 越 婢 加 朮 湯 の 緑 内障患 者の 眼圧
．
ド降作用 に つ い て報告 した 。 漢方薬

の 中 に は 多くの 利 水効 果 を持 っ 生 薬 が含 ま れ て い る が 、その 眼 圧 に 対 す る 作 用 に つ い て は

ほ と ん ど知 ら れ て い な い 。今回 、漢方 利水剤 の 正常 者の 眼圧下降作用 に つ い て報告す る 。

〔方法 及 び結 果〕漢方薬は、小 太郎漢方 製薬 の 五 苓散 エ キ ス 細 粒 、越 婢 ha　・紀湯エ キ ス 細粒、

防 己 黄耆湯 エ キ ス 細粒、八味 丸料 エ キ ス 細 粒 を使用 した．。

　 眼疾 患の な い 正常成 人被 験 者 （男 5 名、女 5 名、平均年令28．0） に 上記漢方薬 の 1 日 投

与量 の 2／3の 量 を一
度 に投与 し、投 与 前 と投 与 2 時間後 の 眼圧 の 変化をみた 。 なお コ ン トロ

ール として コ ッ プ ー
杯 の 水分 （約 180c．a ） を摂取 さ せ 飲 水前 後で の 眼圧 を測 定 し た 。 なお 眼

圧 測 定 は 、日内変動 の 影響 を．一定 に す る た め に 午 前 9 時か ら 12時 ま で の 問 で 行 な っ た 。

　 そ の 結 果 、越 婢〃財 己湯、五 苓散 、 防 己黄耆湯投与で は ， そ れ ぞれ 22 、2．1、 1．7mmHg の

眼 圧 の 低
一
ドが 見 ら れ た が 、八 味 丸料、コ ン ト ロ

ー
ル で は眼圧 の低 Fは な くO．lmmHg ほ ど

の 眼圧 の 上昇 が認 め られた 。

〔考察 及 び結論〕 漢 方 方剤 を利水 剤 と い う観 点 か ら 見 る 場 合、大 き く 3 つ に 分 類 さ れ る。

第 1 の グ ル ープ は 、茯 苓 、沢瀉 、自 （蒼 ） ノt な ど の利 水作用 の あ る 生薬 を組 合 せ て 使 うも

の で、こ の 漢 方 薬 の 代 表 と し て 、五苓散 （茯苓、猪苓、沢 瀉、白 朮 、桂 枝） を選ん だ 。 第

2 の グ ル ープ は 、麻 黄 、 石膏 の 組合せ で利水 す る もの で 、こ の 代表 処 方 と して 越婢加 朮 湯

（麻 黄、石膏、蒼 北 、大棗、生 姜、甘草 ） を選 んだ。第 3 番 目 の グ ル ープ は 、防 已 を中心

とす る利 水 剤 で 、防 己黄 耆湯 （防 已、白ノftL、黄耆、生 姜、大 棗、甘草） を選 ん で そ の 眼 圧

下 降 作用 を比較検討 した 。 その 結 果 い つ れ の グ ル ープ に も眼圧 下降作 用 の あ る こ とが明 ら

か となっ た。特 に 麻 黄、石膏 を含 む越婢加 朮湯 は 、かな り低値 の 正 常 眼圧 も低下 さ せ 、眼

圧
一
ド降作用 が 強 力で あ る 印 象 を受 け た。な お 眼 科 の 聖薬 の よ うに い わ れ て い る 八味 丸料は

茯 苓、沢 瀉 を含 む が 地 黄 の た め か 眼 圧 は低 下 し な か っ た 。

　今回 の 実験 で 漢 方 利水 剤の 多くが 眼 圧下 降作用 を持 つ こ とが明 ら か に なっ た 。 今後 こ れ

ら利水剤の 組 合せ の 中 か ら最 良 の もの を選ん で緑 内障治療 に あた っ て い き た い
。
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